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西江原町避難所運営委員会規約

（目的）

第１条 自主的で円滑な避難所の運営が行われることを目的として、避難所運営委員会（以

下「委員会」という。）を設置する。

（構成メンバー）

第２条 委員会の構成メンバーは、次のとおりとする。

一 避難所利用者で編成する各地区の代表者

二 避難所で具体的な業務を運営する班（運営班）の代表者

三 行政担当者

四 施設管理者

五 その他委員会で承認された者

２ 前項の規定にかかわらず、（避難所利用者）組の代表者数が多い場合には、互選により

委員会への出席者を選ぶことができる。

３ 委員会で承認されたときは、継続的に活動するボランティア団体のリーダーなどが委

員会に出席し意見を述べることができる。

（廃止）

第３条 委員会は、電気、水道などライフラインの復旧時を目処とする避難所閉鎖の日に、

廃止する。

（任務）

第４条 委員会は、避難所の運営に必要な事項を協議する。

２ 委員会は、毎日、午前 時と午後 時に定例会議を行うこととする。

３ 委員会は、具体的な業務を執行するために、避難者で編成する総務班、連絡・広報班、

食料・物資班、保健・衛生班、要配慮者支援班、施設管理班、ボランティア班など必要

な班を設置する。

４ 各運営班の班長は、第２条１項に基づき、委員会に出席する。

（役員）

第５条 委員会に、委員の互選による委員長１名、副委員長 3 名を置く。

２ 委員長は委員会の業務を総括し、副委員長は委員長を補佐する。

（総務班の業務）

第６条 総務班は、総合受付での各種手続きや問い合わせ対応、避難所内の配置計画や避

難所運営日誌の作成、避難所運営委員会の事務局、井原市災害対策本部への連絡など、

避難所運営全般に関することを行う。

２ 総務班は、避難所開設時に避難所利用者を登録するため、「名簿係」を編成する。

３ 名簿係は、避難所利用者の名簿管理、利用者数の把握、安否確認などへの対応を行う。

４ 名簿は、避難所に入所した者だけでなく、車中やテントで生活する者、避難所以外の

場所に滞在する被災者など避難所を利用する者について、世帯ごとに作成する。
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（連絡・広報班の業務）

第７条 連絡・広報班は、避難所内外の情報収集・伝達・発信や取材対応などを行う。

２ 情報の伝達・発信の際には、避難利用者の事情に合わせて複数の手段を組み合わせる

などし、避難所利用者全員に伝わるようつとめる。

（食料・物資班の業務）

第８条 食料・物資班は、食料・物資の調達・受け入れ・管理・配給や炊き出しに関する

ことを行う。

２ 食料・物資班は、避難所に入所した者だけでなく、車中やテントで生活する者、避難

所以外の場所に滞在する被災者など避難所を利用する者についても等しく食料・物資を

配給する。

３ 食料・物資は、公平性の確保に最大限配慮し、（避難所利用者）組ごとに配給する。た

だし、高齢者、障害者、難病・アレルギー疾患・その他の慢性疾患患者、妊産婦・乳幼

児、女性、子ども、外国人、性的マイノリティなど災害時にとくに配慮を要する人には、

必要に応じて優先順位をつけ、個別に配給を行う。

４ 食料・物資班は、不要な物資が届いた時は、受け入れを拒否する。

（保健・衛生班の業務）

第９条 保健・衛生班は、避難所内のトイレ・ごみ・水（生活用水）の管理などの衛生管

理や、医療救護・健康管理、ペットに関することを行う。

（要配慮者支援班の業務）

第 10 条 要配慮者支援班は、高齢者、障害者、難病・アレルギー疾患・その他の慢性疾患

患者、妊産婦・乳幼児、女性、子ども、外国人、性的マイノリティなど、災害時にとく

に配慮を要する人の支援や対策を行う。

２ 要配慮者支援班は、要配慮者の支援について、他の運営班に助言を行う。

（施設管理班の業務）

第 11 条 施設管理班は、施設・設備の点検・故障対応、防火・防犯対策を行う。

（屋外支援班の業務）

第 12 条 屋外支援班は、車中やテントで生活する者や、避難所以外の場所に滞在する被災

者について、情報収集・伝達、食料・物資の配給、健康管理などを行う。

（その他）

第 13 条 この規約にないことは、その都度、委員会で協議して決める。

付 則

この規約は、令和 3 年 10 月 20 日から施行する。


